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ボーノレルームダンスの特性に関する基礎的研究

A Fundamental Study 011 the Characteristics ofBallroom Dance 

l'J:方宕海 Hiromi Jitsukata 

揖要

日本では 般的に『社交ダンスJとbづ名で知られて

いるボーノレルームダンスが、近年メディアで注目される

ようになってきた.そこでの取り上げられ方は、「娯楽J

fスポーツJr学習教材Jrリタイア佳の組味Jなど、多械

であり、ポーノレルームダンスの多面性が表われている。

しかし、執'il者の管見によれば、これまでの先行研究

の多くは、ボーノレルームダンスがもたらすそのような多

而性のひとつひとつに関心が向けられており、その背

景にある、ポ ルルームダンス国有の特徴について論

じてはいない. 本研究はこの占に~.(~占をあて、多様な

側面や機能を生み出しているボ ノレルームダンスの構

造を明らかにすることを目指している.この目的を達成

するために、アマチュアと学生の競技選手を対量として、

あらためて始めて踊りあう組み合わせで踊らせ、それま

でのダンス経験とは異なる体験がどのような心的経験

をもたらすのか、質問i紙調査を実値した.

収集されたデータからは、多次元尺度法により、

ボールルームダンスの構造を構成するこ此元鹿原を

抽出した。そして、座標軸のひとつは、枝術の良し思し

ゃ見た固などのf外観的評価Jと自分自身の体感を示

す「内面的体験jを両極に持ち、もうひとつの軸は、君

臨が『自分自身Jに向いているのか「自分と相手との関

係jに向いているのか、とし市、「自己意識Jと「自{也君

識lを阿極に持つことが示畦された。また外観的評価

志向性の強し、といえる要卦、が、ポーノレノレームダンスの

「楽しさJとも「踊りやすさJとも強く関係し、 「リード&フォ

ローJに閲サる要事は特に相闘が強いことも示されt::.，
ここから、ダンスを通じての心の共感ー交流、という内

面的な要素だけでなく、ふたりでよりよい附りを生み出

すためのテタ=カルな要素が、ポールルームダンスの

特徴であり、またIIかさの源であろうことが示唆された。

キーワード ボールルームダンス、社交ダンス、カンプ

ルダ/ス、リード&フォロー、身体文化

Abstract 

IJaflroolll dance is usually called “S}wkoll J)allcc" in 

Japancse， refening the dance foml of a partner dance 

8allr.田 rndance shows v3rious aspects， Ihat is， as a new 

entenamment， as a cornpetl!IVe sl>ort， as an 1I1Slructlve 

material， or as retir宅e'sactivity. Howeもer，earlier litera-

"，陀shave explo陀donly the functional domain of the 

ballroom dance. It ¥Vould be neces日 cy【oclari fy the 

pecul iar characterIstics which res礼IlIsthese function ofthe 

ballroom dance. This research focus四 0"“pleasure" of 

da皿 ingaClivily as characteristics of the ballroom dance， 

and aimed 10仏ldoul the factor which lead such pleasu陪

during dancing. 1円leinvesugarion examined: while 

malc and female ballr'曲 111dancc仁 whowcrc strangcr 

cach other， carrying thcir new coupling through the dance， 

、叶lalkind of experience 3nd impression Ihey w似 Jldha、っe

35 criteria set to evaluate their dancin包experienceusing 5 

ranking and also the crilerion of"pleasure" and“easmess 

and comfo田 bleness". Then 2-dimensional c∞rdinale 

wasれJmcdout through Ihe analysis by thc mulri-dimcn-

sional民 aling. The問 sultswere follows: 1) One ofthe 

coordinate axis has "Extemal-appearance-oriented" and 

“Intemal-experience--orienled" in Iwo extremity， anolher 

'"$elf-oriented" and ‘℃飢Jple→onent.吋".2) 80th “pleasu児"

飢，d白'easinessand comfortableness" we宅 00π唱lativewith 

the factor relevant 10・Extemal-appearance-orientedヘ
especlally with one of“lead and follow". Thus the 

investigation sllggested that，田市 pecll1iarcharョctenstlcs，

the ballroom dance has句 lechnicaldevelopment leading to 

more sophist icated perfonnance， as well as sympathetic 

and communicatIve e足perience，which have referred in 

the literature. It is assumed that ballroαn dance presents 

its valuablel官邸 withlhese 2 chamcteristics 

Key剛 rtls: /3alll"Oυm f).削cc.Social D(mce 向 rfller

D仰 ce/ι.'ollpleDance， I叩 d削 dfollo肌 lJodyCulfllre 
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1 はじめに

ボールルームダンス1:1、うダンスはお1らなくても社

交ダンスであれば rY;l女がベアで踊るダンスjとイメー

ジできるであろう。ポーノレルームダンスとは、社交ダンス

の現代的な名物'.cある。英治で“SocialDancc"とUづと、

フォークダンスや、ディスコダンスなど、f社主、親陸、

交流の場などで踊られる民衆の舞踊Jをさすが、日本

訟の社交ダンスが示すダンスは、英日目では 'sallroom

dancc" (l3al1はラテン語の「踊るJBallareに由来する

語であり Ballroomは舞踏室という意味である)と呼ば

れている。したがって本航では、日本において一般に

呼ばれている“社交ダンス"ではなく意味を明蹴にす

るために、 “ポールルームダンス"と呼ぶことにする。

一般的には依然として「社交ダンスJの名前のカが

圧倒的に認知度が高いが、この“ボールルームダンス"

は、近年テレピ番組で取り上げられたり映闘の題材に

なったり、また体育の綬業の中で取り入れられるように

なるなどしてその注目度が高まっている。たとえば小

中学校におけるダンス授業の必修化が検討されてLも

中で、ポールルームダンスもその教材のひとつとして注

目されている。しかし、教育現場におけるポーノレルーム

ダンスの位世付けは、 「ダンスjの教材としてであったり1、

f生渡スポーツjのひとつとしてであったり2と、はっきり

とは定まっていなし、。

また執11¥者の調査によれば、 『欧米のダンス文化j、

「高度な競技スポーツJr高齢者の趣味Jrテレビでよく取

り上げられている流行(娯楽)Jなど、ボーノレ;cームダンス

に対する人々の受け止め方はさまざまである九ポーノレ

ノレームダンスには、メテ'ィアで取り上げる題材として1止も

人々の興味を引く側面もあれば、教育現場に適する側

面もあろう.あるいは、生涯スポーツとして、高齢化社会

に歓迎されうる側面や新たなパフォーミングアートの世

界を切り開くよフな側面もあるだろう。つまり、非常に豊か

な内容をもったダンス立マ〉である向しかし現実にはポ

ノレルームダンスの多様性はまだまだ注目され始めたば

かりで、多くの人は、その人自身が抱くイメ ジをそのま

ま「社交ダンスjととらえてし、るようである。

このように多機な見方をされるポ ルル ムダンスだ

が、ではいったい、 「ポールルームダンス」とはどのよう

なダンスなのであるう。人がそこに他者と存在して踊っ

ているとしづ形式から f社主ダンスは出女のコミュエ

ケーションがはかれるjとb、うことを最たる特徴に挙げる

ことができるかもしれなし、。だが、ひとくちにコミュエケー

ンョンといっても、それは非常に多面的な現象であり

2 

その内実について十分に検討されているとはし市、がた

い.例を挙げれば、パーティーの会場でその場その場

で自由にステγプを組み合わせて踊ることを楽しむこと

と競技会の会場で、選手がもっ技術と表現力を出し

尽くし C白熱寸る戦い金繰り広げることとは、まったく異

なっている。親睦や交流を目的として行われる「社交ダ

ンスJでは、コミュニケーンヨンとし、うときパートナーとの

会話や、統制1された相手への按し方などが主眼に世か

れるのではないだろうか。また、トップのアスリートともい

えるダンサー!司土の「ダンススポーツJでは、相手の身

体の状態を瞬時に鋭敏に感じ取り、それに応じて自分

の身体を反応させてし、くことによって生み出されるダイ

ナミックな動吉の応酬、といった生体反応的、力学的な

コミュニケーションが生じている。

本研究は、このように多様な側面をもっポールルー

ムダンスに1.~~ 占をあてる。 その目的は、 ポールルームダ

ンスの特性を明らかにすることであるが、まず次草で、

ポルルムダンスにIMIする先行研究について慨観し

ておきたb、。

2 ポーJレJレームザンスに関する先行研究

ボールルームダンスを扱った先行研究は、 「それら

が踊られる場でポー/レルームダンスがどのような機能を

巣たしているカリとしウ観点をもつもの、そして「ボール

ルームダンスを日ごろから踊る人々の身体的、心理的

特徴はどのようなものかJという観点をもつものに分ける

ことができる。どちらの研究や報告もポールルームダ

ンスを探く知る上で重要な示唆を与えている.しかし、

どちらの研究も『ポーノレルームダンスを踊ることで、ある

成果が生み出されるjという、ポ ノレルームダンスの機

能について言及してb、るものこれらの機能を生み出し

ている「ポーノレルームダンス回有の特性Jについては

十分には触れられていない。

たとえば、ボ ルル ムダンスの競伎団体である、財

団法人日本ポーノレルームダンス連盟(japansalh加 m

Dancc Fedcration/以下JsDF)は、2002年「学校体育学

習支侵プυジエクトJ:盟、 2003年「学校学習創造主侵プ

ロジェクトJと改名)を立ち上げ、全国体育学習研究会と

迎携し、また、モデノレ校を指定して、ボーノレルームダンス

学習の侵業研究を行ってきた。その報告も公開されてお

り4、また、各教員による自主的な取り組みの報告もある九

これらの実践報告では、総じて、 「ボールノレームダンスの

学校活動における機能Jという、限られた文脈での言及

であるe。しかも、それらは『ダンスを過して体を動かす楽
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しさを知ったJr もっとやりたい。次はもっと難しいものも習

いたいJ1 !:1，.、った、ポーノレルームダンス左し、うよりは ダ

ンスという日常ではない体験そのものがもたらす機能が

諮られているといってよい。

ボーノレルームダンスの宇校教育指輔の手引 .;~}や

JBDFの作成したポールノレームダンスのあり方につU、て

検討した答Ip溢などでは、お互いを理解しあい、気遣し¥

共感しあうことをボールルームダンス白目指すところと

示している.しかし、こういったことは、他の形態のダン

スでふたりあるいはそれ以上の人数で踊る二とと何か違

いがあるのだろうか。あるいは、男女がふたりで相手を

変えながら納る中で、さまざまな音楽平、変化に訴んだ

ステップなども加わって些かな感十古を経験することは

フォークダンスやクラブでのダンスを町lることとどのよう

に違うのであろうか.また、自由にステップを組み合わ

せたり、ステyプに変化を加えたりする創作的な活動は、

創刊ダンス作品を作り出すことと、創造性においてどの

ような差異があるだろうか。

学校教育現場を対量としたポールルームダyス研究

で触れられてし、ることは fポーノレルームダンスを踊るこ

とで生み出された成果Jであり、その背世でこういった

機能を生み出している「ポーノレノレームダンス岡有の特

性jについて深く考察さ札ていなし」そのため、同じく

学校教育現場で踊られるであろう他のダンスとの特異

性が見えにくくなってUものである。

ボールルームダンスを踊る人々の身体的、心理的特

徴についての研究は、生涯スポーツとしてあるいは競

伎会でボールノレームダンスを日ごろヵ、ら踊る人々が対卑

にされている。生涯スポーシとしてのポ-;レノレームダンス

を対象とした研究では、調査対象が中高年齢層で占めら

れており9.10、一方若年齢層は競技選手が対象となっ

て、スポーツ選手としての体力特性を調査した例がある

1112.またポールノレームダンスのステップの一部を取り

出しそこから帰納的にポ ルノレ ムダンスの動作特性

記述を試みた研究では、プロのポールノレームダンサーと、

大学のポーノレルームダンス部に所属する学生が蹴査対

象となってb唱ヘ 共通して言えることは、これらの研究

では澗査対象がポ ルル ムダンスに日ごろから観し

んでいる人々に限定されていることである。さらに言え

ば、その内容が、「ボールノレ ムダンスを習慣としてい

る人々の身体や心理特性」に限定されてしも九

以上のように、ここまで概観してきた先行研究は、多

陪性と多国性を見せるボールルームダンスの「悶有の

特性Jを理解する上で、決して十分とはいえな，，(/)であ

3 

る。本研究では、ζのような「ポールルームダンスの特

性jを見る指原止して、先行研究で諮られているI楽し

さJrおもしろさJr心理的な快感情jなどを総合して、

「楽しさjに値点を当てた.そして、踊り平がポールルー

ムダンス会踊るまさにそのとき、どのような要因が「来し

いjという機能をもたらしているのかを探る。

3方法

3.1 調査対車

調査対象者は、大阪府、京都府、奈良貼在住の現

役競技ダンス選手4名(以下熟練者)と、 K大学競技ダ

ンス部員6名(以 ド学生)で、その極目 "と組み合わせ

は以下の通りである.

《スタンダード種目》

26歳出性熟練者、25歳女岨熟練者、出子学生2名、

女子学生2名。組み合わせは、熟練者ひとりにつき、

ふたりの学生と踊ってもらえるように決定した。

盟主企主主

26龍男性熱拙者 女子学生l名との拭伎で双方から回

収される2サンプル

もうIf，の女子学生との拭伎で買力

か副司収される2サンプノレ

25措女性熱拙者一男子学生 1名との試技で且Jかから回

収される2サンプル

もう14¥の男子学生との世伎でEカ

から百収される2サ〆プノレ

吉岡サンプル

《ラテンアメリカン種目》

50歳男性熟制l者、 28歳男性熟練者、女子学生2名

スタンダード極目同線熟練者ひとりにつき、ふたり

の学生と闘ってもらえるように決定した。

盟主立主主

50線開性熟拙者 女子学生 l名との試技で京方から 司

収される2サンプル

もうl名の女子学生との試技で京方

から回収される2サンプノレ

28品男性熱鳥取者 女子学生1名との試技で双}jから回

収される2サ〆プル

もうI名の女(-学生との拭伎で双カ

から回収される2サンプノレ

官十8サンプル

以上16サンプノレが分析対象である。

3.2. Ij:ンスの種類および動きの翫定

ダンスの極書il5およびアマノレガメーション"はプロの

競技選手に依頼し、ダンスの基本技術の技量がト分
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に問われるフィガ "を含む種 目を選び、そのフィガ

をも止に組み合わせて構成した.アマルガメーションは、

通常のボ ルノレ ムダンスと同憾、最初jのフィガ に

戻るように作り、実験ではl分30秒間繰り返し踊っても

らった。調査対象種目および各磁目のアマノレガメー

ンョンは、I器 11および[表21事煎のこと.1分30秒という

時1111は、実際の腕技会で納られる照準的な長さである.

また、競技会では脱定されていないジルパというダン

スについても、被験者の緊張をほぐすために、試技の

前に嗣らせたaジノレハは、 パーティーなどでは盛んに

表1調査対象種目

主主主主二王星E
ワjレツ1

主主主7j. 1)主主重E
ルンパ

ワJレツ2
(ジルバ)

チャチヤチャ

(ジ'"，、)

表2各種目のアマルガメーシヨン

スタンダ ド種目

ワW:J1

ナチュラル.ーンースピンヲーンーリパースヲーンー

ホイスクー量旬へ

ワJレツ2

ナチュラル.ーンーオーパーヲーンニンゲロックー

ナチュラルランニンゲウィーブーシャツセロールー

スローアウェイオーバースウェイーシャツセー畳初へ

ラ子ンアメリカン種目

ルンバ
オープンヒッブツイストー77ンーアレマーナー

クローズドヒップツイストーファンー

ホッケス子ィックー量初へ
(実験では指示ミスがあり“ファン骨から“アレマーナ"

に戻っているが、結果に支陣はないと判断し探用した.1 
チヤチヤチャ

オーブンヒ.，ブツイストー77ンーホッケスティックー

シャツセトウライト→ニューヨークー

シャツセトウレフト→ニューヨークー

スプリツトキューパンブレイクースポットヲーンー

畳初へ

スタンダード種目

ジルパ
(1'30") 

ラテンアメリカン穫自

ジルハ
(1'30勺

教1誌について{共通}

輯官ルンハ

(1' 30勺

練習
(3' 00") 

輯宮内刊刊

(1' 3D， 
牟練習時間終了後時の延長の必要があるか加、かを篠弘

踊られる種目である。学生の場合は、新人由IQとして

入部したてのころにまず吐又て踊る桶自の代表的なも

のである。なお、ジルパはパ ティ で気軽に踊られ

るダンスなので、 lit初からアマルガメーションを決めて

耐られる二とはあまりなし、。したがって、ジノレバだけは

リーダー附となる男性に自由lこアイガーを組み合わせ

て闘ってもらった。

3.3 実験の手続き

実験は、2007年9月8日(土)、神戸大学発達科学部

にて実施した.

熟拙者と学生は、実験会場に入るまではそれぞれ別

の控え室に持機させ、互いの来性が判らなb、ようにし

た。これは、競技会場なと。で見たことがある者であった

場合に、踊る前方、ら相手に対するイメージを抱いてしま

うことを避けるためである。

実験では、一度に二組同時に踊ってもらったャ予備実

験"を通じて、 一組だけで踊ることが被験者に過度の緊

張を強いる場合があることが見られたので、被数組が同

時に踊る脱技会やパーティーなど、ポ ノレルームダンス

が踊られる原境により近付けるように政定を変更した。踊

る相手は事前に控韮で知らせておき、務理事者の指示で

実験会場に入った佳に]u切パ トナーを確舵占せた。

1註初iこジrレパを踊ってもらし、緊張をほぐした。このジ

ルパも、今回初めて腕るふたりがどのような反応を寸一る

かとしづ設定にふさわしいと考え、調査対員長とした.その

桂、スタンダード縞目を踊るものはワルツ二母親を、ラテ

ンアメリカン割目を踊るものはチャチャチャとノレンパを踊

り、1mに小休憩を挟んで、もう 度同じ二値 目を削って

もらった.二稲目をどのような順雷で踊るかは執筆者が

ランダムに設定して、陥りだす前に口頭で提示した。ま

た、休憩は任意であり、休憩を取るか、取らずにそのま

ま鍋り続けるかは、執筆者が 口政で被験者たちに確認

した"一試伎の流れについてはI図 11参照のことn 試技

終了陸、531]室にて調査別紙の田容を求めた。

事どの傾れを踊るかは知らせておらず踊りだす直前図中の太線のとニろで口頭で俗示.
・休飽は任意であり、体組を取るか取らずにそのまま続けるかは口品目で核験者たらに磁唱.

図1試伎の手順

4 
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3.4音畢の訟定

音楽は、問国学生競技ダンスi車問所属線技ダンス部

のホームベ ジ，.に拘椴されていた、 2007年度試合使

ffillh、および、社主"'"スCD専門庄のホームページ"

掲載の、 2006年日本インタ ナンョナノレ選手権大会予

選使用山を寧考に、近年の競技会でかけられるIlhが

収輯されているCD数枚から編集した。その際に、競技

会や制l脊では普段あまりかからない1111調で踊ることの

影響も調査するため、競技会ではあまり使われないよう

な、ポーノレJレームダンァ、mに編草されたCDからではな

く、 般の洋楽CDからアーティスティックな曲または、

ポップス捌の，hもi並んだ。

3.5調査用紙の作成

調有は一試佐終了ご止にその試佐でのダンスを長り

返っての回答を俳たe調査項目は、予備調査で件られた

自由記述を勘案し、さらに先行研究部21.2口3、ポーノレルー

ムダンy、教師iの助言噂会総合的に考慮して、 35項目 c
構成した.そして、mJlとして、踊っている聞これらの項目

についてどのくらい感じたかについて、5段階評定を行

わせた.さらに、問2で、これら項目との|剖係を見るため

に、「楽しさJについて5段階評定を行わせた，また、1m3

で‘『踊りやすさ」についても同慌に評定させた"。 さらに、

自由記述の欄を設け、感想のほかに、ダ〆スを振り返っ

てなぜ「楽しさJr蹴りやすさJをそのよフに回答したのか

理由を記述させた。項目については[表3J客照のこι

表3回答を求めた35項目

山
一将
一決
一t

データ処理時の略酔

25 
れる存在(リーダ もしくはパートサ )がいることが鳩

自分を認める存在

5 
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3.6 ヂタの処理

件られたデータを、 Windows上で作動するS円 5

1O.0J Bas悶およびM山田oft.Excel 2002の分析ツール

によっ亡、以下の処理を行った。

(1)多次元尺度怯おによって、問lで回答を求めた35

項目の近接関係を求めた。これは、ボールノレームダン

スの構造を明らかにするためである。

(2)問11で田容を求めた35項目ι問12、問3で求めた

『楽しさJr踊りやすさ」のfJfJのピアソJの相関係数を求

めた。これは、「楽しさ剖Jr蜘りやすさ釘Jと相闘がq強虫釦b

がどのようなE要E車をもつているカか、制rペ礼るためである@

4 結畢および考察

4.1. 35項目から抽出できるポ-)レルームダンスの構造

4.1.1各項目白関係について

幸次元尺度法によって併られた、各頃自の共通空

間における分布図は[図21町通りである図なお、各項目

Y 

ー晶、.....• 

と、実際の調査用紙での質問文との対応は、I表31を

参附のこと@

この図の・が示すように、 x軸とY軸に沿って項目が

分布していることが伺える。特にX<Oの範囲でi士、ほぽ

X軸に拍って項目が分布し口、る。二の二とから、ポ ノレ

ルームダンスの構造を、 これら軸上の羽目によって構成

される二次元の軸で担明できることが示される。

4.1.2 軸の検討

(1)横軸(X)について

まず、 ~Ù上の r 7 音楽が好みのものだったJ r29知ら

ない人と初めて踊ることにわくわくしたJを中心に、 X>O

の範囲、すなわちI図31における第1晶限および第4島

限を見てみる。

この範聞を構成する項目をみると、「楽しし、J(24，29) 

f催しし、J(10，25)r姉きJ(7)、ダンスという非日常性がも

っ特性(30，32)、ステップの特性(9，16，22，35).9jfrふ

たりで踊るポールルームダンスの特性(6，10，25)に聞す

... _.. . 

I .~O n軍咽・

I-n ..liI....，U .a .-叩
r:.. ..働問

川 副町 I~ 'o 心ヲ〈む• ぜ...
. 

・ー 側四・ . .'一II ・.~置-1 .U ..岨1;'...t.I，.・M 叩 叫 凶引 φ ..回E世Tk 1，相J ~ .相官.，_.‘U ..U1;'..t.I，..'I.I ，E H 剛品

明.al，.'{ttt) 4. ・4・5・・h之T・E・-膚骨圃鴫 17 ・z肉".. U . ~tl l'A主
H ・・H 司 .0<0<

• I .'， lJ;U"r:;・p阿 佐

。

- 一"・. ・"・4 ・ ，，-
司 日一 .'開幽・曲、a

• I '.1;11畠凪圃 ・ーー・帽・

2‘"事.跡.. .'-

..-

o x 
園2多次元尺度法による35項目白共通空間における分布

6 
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る項目も見られる。踊っているものの感覚や気分など内

面止関係している項目であるこ止がわかる。

一方でX軸上のX<Oの範囲では、r_ができた」とし、

う、外的基準に対する評価的な項闘かりなっている.

第2象限および第3象眼の項目も含め亡且ると、踊って

いる者の主観とはjJ1Jに、リードの艮L惑L('1，20，21，31)、

形の美しさ(5，11，12)などが挙げられる.思'忽とするモ

デル干客観的な基準が外側にあり、そこに自分の踊り

を開らし合わせて感じている項目とし、えよ九

二こまでの検討をまとめると、第2卑限および第3説限

は踊りそのものに対する客観的な評価を汲み取って感

じたことであり、第1j量限および第4象|田は飾り手が自分

自身で直接感じ取ったことであることがわかる.外側か

らの評価を感じ取るか、内而の体験を置に感じ取るか

の阜で対照的な二併といえる.

日本のポ ノレルームダンスは「競技志向jか「社交志

向jかで志向性が分かれるとしづ英仏巴がある九 この軸

に現れた対照的な現最もこの尖併を艮く反映してし、ると

いえる。つまり、外側の評価を感じ取るとし、うことは、テク

ニカノレな嬰紫に1t .~正をあて競技を志向することに通じる固

また内而の体験を直に感じ取るとし、うことは、評価とは

無関係な自分の気分に1.~~ 点をあて、 「社交」を志向する

ことに通じてしもと考えて差し支えないだろう。

以上をふまえ、X軸の両極の 方を、技術など、外

から見ての~*価を志向するという意味で、 外観的評価

志向、もう一方を、楽しさや持き揖いなど、内面白直の

{埼玉験を志向しているという意味で内面的体験志向と命

名する。

(2) 縦軸(y)について

ではY軸上では各項目はどのような関係になってい

y 

第2象限 第 1象限

x 。
第 3象限 第 4象限

園3二次元における各象限

7 

るのだろうか~ X>Oの範囲では項目がY軸方向に広く

分布しており、これらのrJi自を検討するこ止が、 Y軸決

定の決め手となりそうである。

第l象限Y>Oでは「日常生活では体験できない動

きJ、『フィガー』、rAテップj、「種目』など、 「自分自身

のことjが凶心の対露になっており (9、16、30、35)、一

方で第4象限YくOでは「相手を踊らせるJ、「知らない

人と踊るJr特段の相手(との比較)Jなど「相手jへの凶

心が伺える(24、目、32).そこで、Y軸方向に「自分」ー

『相手Jという1関心の対録が示されている二とが推測でき

る.さらに、今回の調査がポ-/レノレームダンス止しづ「ふ

たりで踊るJものであることを加味して、単純に「相手」

へ意識がI自J'、てし、るのではなく相手と向分のfふたりで

断ることJに意臓が日J'、ていると考えたほうがふさわし

いと ，~，われる。

以上から、 Y軸の両極を、自分の踊りに意舗が向い

ているーふたりでの踊りに意識が向し、てしも、すなわち

自己意蹴 自他意織と命名するa決定した2軸をIIZ14]

に、頃自分布図と!開らし合わせているので参附のこと。

この[図4]で、再び35項目の分布の仕方に百目寸る

と、さらに止のようなことがし、える。

X軸土の、 「外観的Jf価J志向性が強い方向では、 y~

0付近に項目が集中してb唱。一方、「内而的体験J志向

性が強い方向では、Y方向に幅広く項目が分;:(fjしてb唱。

傾向として、内面的体験志向性が強い項目に閲しては、

「自己jー「自他jに蹴って幅広く向けられてし喝のに対し、

外観的評価志向性が強い項目は、そうし、った広がりは相

対的には見られない、ということがわかる。

4.2. r棄しさ」と35項目白関係

「楽しさJと相闘が高かったのは、[表4]に示す項目

である。

また、「腕りやすさjと相聞が向かったのは、[表5]の

項目である。

以上からは、「楽しさJとも「踊りやすさJとも、外観的

評価志向性の強い項目と特に関連していることがわか

る.一方で、「楽しさは「踊りやすさJに比べると相聞の

強い項目が節i晶限をのぞくすべての象限から抽出さ

れており、ボーノレルームダンスの「楽しさJが幅広い要

素をもってし、ることを示した。

また、どちらの項目とも、外観的評価志向のIJi自の

rj:1でも特に「リード&フォローJに閲する項目 (4，20，21)

と特に相聞が強かった.rリード&フォローJが、ポーノレ

ノレームダyスの特性を諮る上で欠かすことのできない
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型車であることが示唆さ札ているa つまり、「外観的評

価Jの志向制はリードやフォロー、ホーノレドなi'， rふ
たりで組んで干踊るjテクニックに特に向けられているよ

うだ.つまり、ポーノレルームダンスにおける「テクエツ

ク』はステップや自己の技術にとどまるもの目立なく、

fリード&フォロー」に代表される、 「ふたりで組んで踊

るJことにl期するテクニックの習得止しづ側面もあると推

察される。

5総合考察

5.1ポ-)レJレームザンスの構造

今回の澗査実験では、 I図41に示すように、ポ ル

ルームダンスの二枕元的な構造が示唆された。そして

この座標を構成するこ軸のf外倒的評価ι古向一内面

的体験志向J、「自己立誠一自他意脱」の両極もそれ

ぞれ抽出された。

この三軸は、踊ってL、るまさにそのときを体験した踊

り手たちの声から直接抽出したものである。調査の対

訟となった踊り平たちがー慌に競技選手だった、とし、う

なも考肱しなければならないだろう。しかし、初めてl何

かい合う相手と踊る中で、踊り手は、舞踊の原理27が述

べるような、『未知0)体験を共有することで生まれる感

↑?IJのみならず、未知的相手なりに「相手の技術」までも

感じ取っている、ということがいえる.このことは、自由

記述だけで回答を求めた予備実験にも許しく見る二と

ができる。競技選手でもテクニカルなことと同線自分た

ちの内面的な、直接の体験も感じ取っている、とし、う記

述もあった.予備実験および本実験の自由記述につい

てはI表6]]表71を参照のこと。前章までで、『社交ダン

スJの納り手と『ダンスヌ ?マーツJの断り手に違いがあるこ

.. . ..，.・，• 
'四....• 

。

t:~，. ... 
~ ..刷-， τ...
“ n ・・，ゆ随岡山.，.凶".・、-3..mz

削叫向帥 4・ph.mm 
11 .~.ζ・.-・ .. 柏崎山 . 

• ・.._ ... .. ，... r. 

蟻意

ー
ー
ー

仇
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由
国

-・・・・，.. 

'ぶ掬 JIID.~.'‘ 
5・2s .~t.泊。.樗a

1""-10 <6-;1・Eレ

日明

・.-由

.. “ ・・
-" ・..uマ・a図的情.ア ザ H 剛ゐ

'1 .;VII~・e・19 'JX .6. ~.れ￡

2t .e.tJ:い人企

b‘Cb< ..， '4・.
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軒 目 白
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.. -

外観的評価志向‘

x 
，内面的体厳志向。

固4ボーノレルームダンスの情造を決定する二次元鹿標
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とを述べたが"、一方で、踊っているまさにそのとき、踊

り手は「社空志向jに対応する『自分の内苗jへの志向

性と、f鏡伎志向jに対応するf外側の評価Jへの志向

性とをともに持ち合わせてしも可能性が示唆された.

つまり、どのようなレベル Cも、 『ふたりで踊るj二と C相

手とのコミュニケーションを図る、ところから、「ふたりで

組んで断るJことで生じるテクニック、リード&フォローj

の巧みさを楽しむところまで、幅広く特性を帯びている

可能性が示されたのである.そして、この二本の柱がと

もにあるl県がボーノレノレームダンスの特性であるとも宮え

るだろう.今桂の捌査で、さまざまなポールルームダン

ス霊好者、競技者の厨を対島とし、より説得力のある結

晶が得られることを期待したい.

また、「ふたりで踊るJとし、うこと考えたときに、世識が

向かう対事とを、「踊っている自分』と「踊っている相手jと

いうような、「自 他Jという三睡でイメージしゃサい。だ

が、今回の調査で融関された項目からは、「自分ー自

分と相手JとL、う三極のほうがより適切であることが明ら

かとなっ1~ ポーノレルームダンス目立 「相手j とは、 常に

自分と一体の存在であり、I自」と「他jを切り離して考え

ることの出来ないダンスである可能性が示されている。

この点については、個人がYロで踊ることも、ふたりで

踊ることも、また群集で踊ることもある、形態の流動的な

他のダJスとの比較が必要であろう。

5.2ポールルームダンスの「畢しさ』から見る特性

小中学校向けのポールルームダンス指導主?などを

見ると、現在のボールルームダンス振興方策の中で、

表4r楽しさ』と相闘が高かった項目

項目寄号

4 、つもの綱手より、相手にうま〈動きを引き出せてもらえた

20 手のフォローが普段より自分に合っていた{自分の好むものだった)

21 手のリ ド(1)強冒が普段より自分に合っていた(自分の鰐むものだった}

33 段練習している」とが発婦できた

11 自分の哩情を踊りにこめて踊れた

32 階段の相手とは出来ない踊りが出来た

30 日常生活では体睡できない動きや遣さが体"できた

19 自分がリズムに乗れた

18 相手に踊らせてもらうということ自体が楽しかった

16 踊っていて楽しいステッブだった

15 相手とのホ ルドが普段の相手より組みやすかった

23 相手との身長差が普障とは遣い踊りやすいものだった

13 純粋1--人で踊る』とが獲しめた

3 あまり色々考えず1=無事案夢中で踊れた
※p<O.005 
5従来p<O.OOI‘特にm闘が強力ηた項目.
(彫っき怜内は制Jに分布した項目)

表5 r踊りやすさJと相聞が高かった項目

項目番号

20 開手のフォローが普段より自分に合っていた(自分の好むものだった)

4 いつもの相手より、相手にうまく動きを引き出せてもらえた

21 同手のリードの強制噌段より自分に合っていた(自分の好むものだった)

19 自分がリズムに乗れた

23 開手との身長差が普段とは遣い踊りやすいものだった

15 相手とのホ ルドが普段の相手より組みやすかった

※p<O.005 
※終p<O.OOI特に倒閣が強Uかった項目。
(彫っき枠内は紬上に分布した項目}

9 

相関係数 座標の位置

0.748離 弾 (x<o) 
0.745機嫌 (Xく0)
0.655離 摺 (x<O) 
0.599 (Xく0)
0.542 (Xく0)

0.571.1 (X>O) 

0.641様 揖 (V>O) 

0.598 (Y<O) 

0.611器 第2象限

0.562器 第2象限

0.610務 第3象匝

0.519出 第3象眼

0.703帯端 第4象担

0.518部 第1象盟

相関係数 座標の位置

0.630謙 (Xく0)

0.604 (x<o) 

0.557 (x<O) 

(V<O) 

O .814~民衆 第3象限

0.608摺 第3象限
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f技術への志向」は特に文面上ではあまり前而に出ず、

場合によっては注意深く避けられている印象すらあるへ

JBDFが示した「ボーノレルームダンスのあり方jに対する

荘申でも、「人間的な交流」が犬きな意義に据えられて

U唱。これは、執11¥者がliil1宮 e示したポーノレルームダ

ンスの構造を示す康僚でいうなら、第l・第4晶l田の体

験であり、さらにいえば「ふたりで踊る」とbづ特性を加

味した第3謀限での体験、ということになろう。しかし、前

節までで述ベてきたように、テクニカノレな要素、すなわ

ち第2・第3象l田での体験も、メンタルな要紫と並んでm
要なポールノレームダンスの『楽しさ」を感じさせる要訴

であり、快して切り捨てるべきものではなb、.前節でも

述べたようにポールルームダンスはどのような取り組

み方でも、この座僚が示す二次元の構造をもってb喝

可能性がある.r楽しさJについても、社交だから「交

流jが楽しい、あるいは続技だかも苦しい、(もしくは「技

術Jの習得、上述が楽しし、)という一次元的な構造とは

言い切れないだろう。他のポールルームダンス霊好者

との比較も持たなければならないが、この二次元の中

で、どの象l現に特に.illきが世かれるか、とし、うところで、

取り組みの差が出てくるものと思われる.また、どのよう

な府にいるものでも、パランスよくこれらの象限での要

素を体験していることが、ポーノレノレームグンスをポーノレ

ノレームダンスとして踊る、とb、うや、で重要なことともし、え

るかもしれなし、。現在のポ ルルームダンス諸組織の

意織に即していうならば、たとえ学校教育や生涯学刊

などの導入的場であっても、リード&フォローJの巧み

さを 『外側」に夜るsJl惣のそデノレに少しでも近付けよう

と鍛錬するところ、座僚でいうなれば第2・第3象限に位

位する要素の体験があるからこそ、自11作ダンスやフォ

クダンスとは遣う、ポーノレルームダンスの特徴がある可

能性が示唆されているのではないか。

6まとめ

口頭で述べたように、ポールルームダンスに対する

人々の取り組み方には、多機性が存在する。先行研究

はそのような多様性の一部分に焦点をあてているに過

ぎず、そこに「ポ ルル ムダンスを踊ることjそのもの

がもっ悶布の特性を術醐する研究の必要性が見出さ

れる.本研究は、その基礎段階として、今桂のポ ノレ

ノレームダンス特性抽出研究の指標作りとして行ったa

実験は、日ごろからボールルームダンスを踊り慣れて

いるアマチュアと学生の競技選手が、あらためて普段

のダンスとは逃う状況でダンスを蹴ったときにどのよう

10 

な体験をしているかを捌査した。その結果として、ポ

ルノレームダンスがその構造として 三次元町軸をもって

いることが示唆された。軸のひとつは「外観的評価志

向Jすなわちテクエックや見え方への志向性と、 「内面

的体験志li'Jj寸なわち踊ってu、る中で生じ Cくる気分

や感情への志向性を両憾にもつ.そしてもうひとつは

君織が自分自身に向いているのか、自分と相手との凶

係に向いているのかという、 「自E意識Jと「自他意蹴」

を両極にもつ.さらに.踊ったときの「楽しさ」は、どこか

極に集中するといフよりは、与の二次元上に散らばる

各要累計山iiliしあっていた、ということも浮かび上がっ

た。また、「リード&フォローJとし、うテクニックが、やはり

踊っているr.:中の嗣手にとって関心の焦点となってい

る可能性が示され.先人iliが訴え続けてきた、ボール

ノレームダ〆スにおける「リード&フォローJの重要性、特

異性が客観的に示された。生身のふたりが対峠したと

きに互いの心を共感・交流させること互いのテクニック

を向上させることでふたりのよりよし、踊りが生まれていく

こと、この2本の柱がボールノレームダンスの特徴であり、

またボールルームダンスの泣かさの献であろうことが示

唆されたのである。ポーノレルームダンスは、このような

心身の応答から、新たな身体平感情の体験をもてるこ

とに特徴があるといえる。

もちろん、今回の調査の対象は競技選手に限定され

ているので、抽出した軸も、そこから導いた考祭も、ごく

部から併られた「可能性Jに過ぎない.すでに述べた

よフに、この研究は対晶も限定した、今桂の研究のため

の基鑓的調査、という位世付けにある。今桂の課題とし

ては、まず抽出されたこ軸をもとに、より多くのポーノレ

ルームダンス畳好者、競技者、未経験者を対象とし、そ

の妥当性を検討するとともにより説得力のあるデータを

構築する必要があろう.また、個人がYロで蹴ったりふ

たりで闘ったり、あるいは群集で踊ったりもする、他のダ

ンスとの比較を行わなければ、ボールルームダンスが、

他の舞踊活動、レクリエーションやスポーツ活動とは異

なる、独自の価値をbっていることを明らかにするのは

難しいだろう。
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表6予惜実験 『楽しく踊れましたユかjという聞いに対する自由記述の誼枠

ーなんにせよパートナーのフォローがうまかった，一人ならAのところ二人だったからぎりぎりOな印訟でした。

初対面どうしで、コミュエケーションも全〈ないまま、組んだので車張しました.咽晶'しかし幅ピデオ胤園長時は(緋習もあったの

で}‘f';-に合ってくる嗣IIIも明え‘ 1刷るJ品、うことを純枠に梨しめfιように思し、ます.後リーダーさんのリードのスタイル自体、恥

の好むものに近かったので、そのあたりも影響し、v1対而にしては楽し〈踊れました。

闘ってb、るときに考えたことは普段自分が練習してb、ることを立摘してその部分を直そうと掠めた.あるいは場所が掛かったので

その中でどうbウステ唱ノプを踏んで踊るかなどを考えた.

徒然だし、知らない人だし、年もちがうし、会話もなくな雰凶気でしたが、わけもなく来しかったので(療しく踊れたかとbづ5段階

評定に対して)r5Jにしました。 Iきっと緊・'Jl~してるんだろうなーjとか、「あー私 F干ゃなあJとかいつもLているダンスとはちがい、

気来にできたからかなと思います.'

(組んでみて安定惑がなく、1l濃に合わせて動くことしかできなかっT与)どんなリーダーでも胞りこなして素敵に見せるパート

ナーになりたいし司自分はまだまだだめだとa思いました，

(実験という界閉気の中で楽しく町1るのはかなり難しいしー)あと、まだ単純に踊っていて事しいと担‘える段階にi主し

ていません. リードについていくのが情一杯という感じで、実験なのでさらに緊弾も加わって余裕をもって曲にのっ

て踊れなかったです.やっぱり満足のいくダンエができなかったのでももっと紘脅してうま〈なりたいと思いました.

リートー"'はっきりしていて‘動きが'11確だったので、楽しむ余怖ができた@ “'"楽にのって踊ってb唱感覚があったため業し

かった.

識しさに聞しても緊張の支配域が大きかったので'ぼちぼちでした.チャチTで被れてきたら少しJlが抜けて楽しめたと思います

初めての人と踊る品、う事で少しわくわくしたので(裂しく踊れたか品、う5段時評定に却してr11ではな<r2jにした)

表7本実験 f今日のダンスは楽しかったですかJの聞いに対する回答と思われる、自由記述の睦 粋

身民があっていたので、踊りやすかったですし、きわやかな子だったので業しかったです.

実閣が点敵でもさわやかな7-だったので、闘っていて来しかったです.

少し踊りにくかった't~一生懸命うまくbべように気を使って野1;してくれている感じがったわってきたから。

l時1111仏、や30分)て'もダンス相を合わせて踊るともっと柴しく出度なものとなる気がします.

持段はニ弘、う機会があまりないのでも楽しめたのだと思丸いつもよりよ〈踊れればさらに楽し;かったとはz目、うが、そうでなくても充

分に来しめたと忠弘

7~チュアI~選手ってb 、うのはやっぱりすごいなと!，ιいました。こっちがめちゃくちゃになってしまってもちゃんとついてきてくれ

たので楽しかったです.

(普段の相手のほうが慣れているので安心感はあるが)今日制んでいただb、た}jは繊細な感じがして屯踊っていてとても悲し

かったです.-持段踊る相手とは別のJJと踊る二と事体が恋しく、わくわくする上、今日j組んでいただいたJniYードがとても

揮しかったので、踊っていて楽しかったです，…・曲も非常によかったです.

ー二人で踊ることを通じて司自分に足りていなかったところを知ることができーたり、曲を感じて桶ることができたι巴いました.は

じめは、智j封筒とbウニともあって、かなり緊却しましたが、だんだん緊張が‘少しではありますが、はぐれてきて、上手なパート

ナーさんと、自分のqlで‘-;r，に刷れた越が少し出ました。自分が踊ゥた動き，.:.(可でもついてきてくれましL このような上手な

パートナーさんと組んで、 7ロアを踊っているところがイメージできたり‘もっと動きを引きだせるようになりたいな‘とb、う FI標がで

きて、とても業しくて貴血な体験ができたι思います.

方向転換をとてもよく考えてらして、同じ単調なステァプでもピクチャーの向きが変わって楽しかったです.

リーダーさんがとても七手で司踊らせてもらっ Eる感覚でした. 晶".H佐の}jは若干っかれてさてしまって司足元が動さがにぷ〈

なってしまいましたが、とても楽しかったです，

'普段剖立また直ったリードで、進った自分の附りを見たような気もしましL

II 
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闘はすべて執常者が作成したものである.
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た分断である.このような包括的な研究に比べると、日
本におけるポールルームダンス教育由理治はまだまだ
脆硝といわざるを得なし、.

7篠田、前掲.

81211止艇におけるポールル ムダンス文化の情掘と匝
興のあり方につb、て一一容'1'-JJlmFr211!!:紀の
ダンスを4考える会j検討昏員会、 200¥午.この笹ψでは、
ボールJレームダンスカミ『緯もが気軽に昨らしの中で亨
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56~第6耳目本体力低'，':.金、 2田7{1' .826耳.
12佐蝉1J弥子陥樽Ui鋼、小尚幸則中村班、河野開

茂 『グンススポーツ選手の体力 描1報{トレ-:-ン
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シヨンJで.同じ〈体傑餓技やフィギュアλケート統技で
伎と伎を組み合わせた『底引tltJの概念に近いといえ
る.通常数小節分である.そして、ポールルームダンス
の仮刷れずは‘ 1i1述の『フィガー』を、ダyスの最中に自
由に組み合わせて踊る.また、これゆえに..s、たりのう
もー方が、次にどのようなフィガーを踊るのかを合図し
て知らせる必要がある.これが「リードするj1:1、うことで
あり、ニのfリードするjイ置を『リーダーJと呼ぶ.リーダー
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立命館大学班筏ダンス冊公式Hl'内.(2回 8年9月10日
現住闘世可)

19 http:/ハ~'WV.' .mus:cmarkcl. jp/O肌 ccjnter2006.htm
ダンスミュージッタフオノ (2008年9)110日製在聞置
百J)

20掴野裕子 fダンスの綬栗田鮮織を規定する楽しさ張図
の検問一一中学生を対象として一一j1兵Jj1l教育大''f



1r )j~i毎 fボールルームダ/λの特性に1到する必健的研究j

研究日紀要』第8巻兵仏教育大学、 1988旬、 133-146瓦ー
21畑野裕子 『ダンスの授墨田好嫌を脱定する楽しさ聾

国の検肘(11)-lf百桂生を対象として J r共阪教

育大学研究紀要』揖9巻、兵w教育大学、 1989{1、

125-139J.'.io 

22畑野俗子 『ダンスの授業の軒嫌を規定サる楽しさ嬰

国の験問(111)- 大学生を対象として一一Jr兵庫教

育大学研究紀型』踊10巻、 兵Iili教育大学、 1凹0年、
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H-li"のヲち80%はk性でありそのうちの60%は50代

以上白人々である.さらに見性の霊好者は50代以上に

阻られてし唱.また『レジャー臼;!;.2006Jには社 交ダ

ンスJが参加入 11のうち回線以上が50%以上を占め

る「シニア化傾I]Jであるとしづ統計も示されていた，白

山によれば、この時点での「社交ダンスJの50代以 tの

比率は63.3%であるa

その一方で「過東な技術志向jも存在しており、若年崩

の踊りの場は鋭伎会が主流である{JB口F、前拠、2l'lI.

そのi-~置にはダンスホールが風俗世荒取締法の対象

だったことと、それにともなう「社交ダンス」のイメ ジダウ

ンがある.日本における銑交ダンスの社会史は、永井良

lllf仕受ダンスと日本人J(品支社 1田J}に詳しい.それ

によると、眼前からダンスホールやダンス教習所は讐務

陛係からさまざまな取り締まりを受けてきたが、 1948~FIこ

は風俗営業取締法が制定され.ダンススクール、ダンス

ホーノレが法的線御の対象となった.関連継II織は、 『社交

ダンス」の悼全さをアピールするために.銑肢団体を鞍

備し、統技会をさかんに聞似するよ封こなる。このころ股

肱化された11交ダンスとL、う意味の「臨技ダンスJという言

』誌がー齢的になっている.現在、大tlf:(j)社交グノλのグ

ププは、ほんパηわず治的例外を析し、てこの「娘銭ダンス」

部であり、厳しい練習を桂て臨技会出場を目指して活動

してし唱。1995年に腕世ダンスの国際組踊ImcmutωM

Dance S凹 tFedemtiOl山D5FカミIQCの泳部団体となって

からは、各国でオリンピシク稲目への正式器開を視野に

入れた選手育成がますます盛んになり 日本でもジュニ

ア層からのダンス選手脊成が講じられレるようになった.こ

ういった宵卦から、現代の荷停聞にはf臨技型jボール

Jレームダンスが主がとなってL唱。
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27舞踊の即製についての概論的な盟明は柴且桜子

「感性メディアョミュニケーシヨンと舞踊学J(r屯子情報

通信学会技術研究傾告 HC5，ヒュ マンコミュニケ

ション品硲』第102巻前174号、電子情報通臼学会、

2002{1~ . 17-22JOが詳しい.柴によれば、舞踊の機鯨

以 ff~拍社会での、 「全員が同じリズムで踊ることによっ

て、 X\持ちを~、イi し、生Aが結束するとbづ樺能を来た

す、 u、わば社会化のためのコミユエケーγョンJに始ま

る.そして、現在でも、『気持ちのつながりや柑紺的経

験の共有をめざすJ、舞踊とし市「共同体験jは、『自分

にはない感じjj，考ぇ))、行動の“bがあることを、ま

たそれまで気がつかなかった新しい自分を発見する

場Jである、と説明してし唱。

28 r学佼体脊学習主控プロジェクト委員会第6回全部よ

りJrD八NCEmy lifc.ll節目巻、 JsDF，2002年 15Ao

これからダンス指導を始める現場の先生方を対象に

何られた紺介ビデオの口頭に瞳技会的γーンが盛り

込まれていた.これに対して 『教脊ピデオとして配る

のなら、競伎会の部分は映画のシーンやさ存措式のダン

スパーティ などほのぼのとしたー般伊jなダンス風世

に変えてほしいJという世見が大勢から挙がったとLづ.

また、社交ダンスを知らない先生にとって、社交ダンス

とし、うものがI仕終的には腕伎会につながるものなのか、

鍛技会出掛から始まるものなのかも判断がつきにく

かったとb、うことも述べられてしも。

-絵筆者について
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